
資料２への御意見 計画への反映・本市の考え方 

18ページについて、パブリック・コ

メントを受けて、「更年期障害」を「更

年期症状」に修正されているが、当該

ページに出てくる 2 つのうち一つ目

の「更年期症状」については、疾患と

して列挙されており、その場合「更年

期障害」がより適切だと考えており、

「更年期症状」に修正したことで「疾

患」という日本語との整合がとれてい

ないと感じた。 

「更年期症状」は、更年期に現れる

様々な症状の中で他の疾患に起因し

ないもの、また「更年期障害」は、「更

年期症状」のうち日常生活に支障をき

たすものと捉えております。 

 男女共同参画において取り扱うべ

き「男女の健康課題」については「更

年期症状」に対する理解の促進等も含

まれると考え、修正を行います。 

30ページのⅠ－３「② 学校教育の

場における女性活躍の推進」について

は、女性参画についての記載がない

が、これは学校教育の場においては女

性の参画はもう十分進んでおり、活躍

を推進する段階であるという判断に

よるものか。 

 学校教育における女性の参画につ

いては、推進施策としてほかに掲げる

「防災・復興」や「政策・方針決定」

の分野における女性の参画に比べて、

より定着した段階にあると捉えてお

り、「参画」の文言を含めておりません

が、「学校教育の場」においても引き続

き女性の参画をさらに進めるための

取組を行っていくべきと考えており、

「活躍」の文脈の中にその趣旨は含ん

でおります。 

Ⅱ－１「① 本人や周囲にいる方への

広報啓発」の「本人」というのは、被

害者、加害者の両当事者ということ

か。 

 当該箇所が示す「本人」とは、困難

な問題を抱える女性本人やDV被害者

本人を示すものでありましたが、御指

摘を踏まえて「支援を必要とする方」

に修正します。 

 

34ページの「④ 政策・方針決定過

程における女性参画の拡大」につい

て、「本市の全ての附属機関等におい

て男女いずれの委員の登用率も 40％

以上 60％以下となるよう」と記載され

ているが、最終的には 50対 50を目指

すうえで、その途上の目標として掲げ

ておられるものか。 

 御指摘の目標は、計画期間の 5年に

わたって目指すべき、段階的な目標と

して掲げたものとして記載しており

ます。 



40 ページの上から 4 点目、性被害

について「男女問わず、上下関係（社

会的立場や指導的立場等）に基づくパ

ワーハラスメントの延長として、性被

害にあうケースもあり、」と記載があ

るが、「パワーハラスメントの延長と

して」と入れてしまうと、男性はそれ

以外では被害者になりにくいといっ

た印象を与えるのではないかと懸念

する。 

 当該箇所は、法律に定められるパワ

ーハラスメントのみならず、社会一般

における上下関係を背景とした性被

害について言及したものであり、御指

摘を踏まえ、修正を行います。 

 


